
見えにくいものを補正するユニバーサル・ライト

2016年4月施行予定の「障害者差別解消法」などによる共生社会の形成に向けた
取り組みをICTによって推進するために、富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ
（SSL）では、和歌山大学 システム工学部 システム工学研究科 天野 敏之 准教授と
共同で、「プロジェクタとカメラを用いた見かけの操作技術」をベースとした「ユニ
バーサル・ライト」の実現を目指しています。

特徴

白内障や緑内障を患うと、目の前が白くなり視野がぼやけます。このような場合、
エッジを強調してコントラストを向上させることにより人物の顔や文字の判別が容易
になることが画像処理の研究で報告されています。

「ユニバーサル・ライト」では、「見かけの操作技術」を活用して、現実の物体に
色調補正を施すことで、視覚障がい者の補助を行うシステムを実現しました。

この技術を応用すれば、白内障や緑内障だけではなく、二色覚による色の混同の問
題を解決することもできます。
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技術の概要

身の回りにある様々な物の見かけは、その物の反射特性だけでなく、照射される光
によっても変化します。

例えば、赤や青など、色のついた光を物にあてると、物は赤みがかったり、青ざめ
て見えたりします。

この性質に着目して、画像を投影するプロジェクタと物体を撮影するカメラを用い
た光学フィードバック系により、現実世界の見た目を瞬時かつ連続的に置き換える
「見かけの操作技術」を和歌山大学の天野 敏之 准教授が確立しました。

この「見かけの操作技術」では、操作目標（カラー写真や色彩がある身の回りの小
物）の色彩やコントラスト、質感などを変化させることができ、現実世界に情報を提
示するだけでなく、超現実的な見かけ操作や視覚能力の補助も実現します。

技術詳細については、和歌山大学システム工学部システム工学研究科
天野研究室のWebサイトをご参照ください。

http://www.wakayama-u.ac.jp/~amano/index.html
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